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Abstract； The　purpose　of 　this　stUdy 　is　to　clarify 止 e　thinking 　process　and 　the　forrning　technique 　of 　space 　in

Sh廿o　Kuramata’s 血 terior　design．　The 　composition 　of 　the　indoor　space 　fbr　the　commerce 　that　Shiro　Kuramata

has　designed　was 　pasteurized　f（）  existing 　material 　plan　to　the　plan　and 　thc　cross 　scction ．　Parting　length　ofthe

given　space （original 　indoor　space ）and 　the　interioT　shelter 　referring 　to　it　from　the　drawing　was 　read ．　Based　on ，

asehes 　ofdata 　sheets　were 　made ．　Information　concerning 　the　usage 　and 　spatiality　has　been　extracted．　His　works

were 　classifiled 　into　13　gτoups 　using 　that　infbrmation．　 Based　on 　the　spatial 　characteristic 　of 　each 　group　was

made 　a　diagram　was 　forrnulated．　The　spatial　characteristic（tendellcy　and 　nlle）of42 　works 　were 　clari丘ed 　in　the

temporal 　variation ．

Key 　Words ；　Original　indoor　space ，　Interior　shelter，　Parting　length，　Creation　of　space ，　Spatial　characteristic

要旨 ：本研究の 目的 は、倉俣史朗 の イ ン テ リア ・デザイ ン に お け る空間の思考方法、造形手法を明ら

か に するもの で ある 。 倉俣史朗がデザイ ン し た商業室内空間 の 構成を既存資料か ら図面化 （平面図、

断面図化）を したもの に基 づ き、与えられた空間 （原室 内空間）とイ ンテ リア ・シ ェ ル ターとの 離隔

寸法を読み取 りデー
タシー

トを作成し、用途性、空間性の要因を抽出し た 。 作品を 13 グル ープに分

類 出来た。グル
ープの 空間的特徴 ・群 を時系列に図表化 し、42 の 作品につ い て 、時間的変化 の 中で

空間的特徴 （傾向、規則性）を明らか に した 。

キーワード ：原室内空間、イ ン テ リア シ ェ ル ター、離隔寸法、空間創造、空間的特色

　　　 　　　　　　 1．は じめに

　倉俣史朗の イ ン テ リア デザイ ン は斬新で あ り、多

くの デザイナーに 多大な影響を与 え続け て きた。倉

俣の デザイ ン に つ い て 主観的評論、感覚的な エ ッ セ

イ
9 ＞

は多 く見 られ るが、デザイ ン の 思考方法、造形

手法 に つ い て の 研究 は 極め て 少な い 。そ こ で、本研

究は倉俣史朗の イ ン テ リア デ ザイ ン に おけ る 空間の

創造に 関わ る手法の 一端を明 らか に し よ う とす るも

の で あ る。具体的に は商業室内空間 の 作品集に 現れ

た 図 面等を基 に、デザイ ン 対象 として す で に 存在す

る与え ら れ た 空間、あ る い は 元 の構造体 （こ れ を 原

室 内空 間 と呼ぶ） とそ こ に 構 成された床、壁、天井

の 生成結果を比較 する こ とで倉俣史朗 の イ ン テ リア

デザ イ ン に お け る 創造手法 を 明 ら か に す る。

　　　　　　　　　 2 ．方法

　分析対 象の文献と し ては作品集
2）鹽8 ）

、デザイ ン 誌

3 ）『4 ）’7 ）
を用い た 。 そ の 結果を表 1に示す 。 42 作品

に つ い て作品写真、図面、図面の ない も の つ い て は

作 品写真 から図面化 （平面 図、断面図） した。原室

内空間 とイ ン テ リア シ ェ ル ター （構成された床、壁、

天井か らな る最も内側に あ る表面から成 り立 つ 空間

を以後 こ う呼ぶ）との 離隔寸法 d を読み取 り、デー

タ シ
ー

トとして作成 した こ れ らの 方法を図 1 に 示す。

離隔寸法 の 離れ方を平面 的、断面的 に 客観的把握 し、

そ の 要 因
一

用途、空 間、構造、設備の 基本データ お

よび作品名、年代、イ ン テ リア の 仕上げ、作者 の年齢、

作品 の 特徴点を記 した。
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　　　　　　　　　　 3 ．結果

　図 2 に お い て 、1970 年 K − 9 「シ ョ ッ プ ヴォ
ーグ」

の 事例を示す 。 前述 の 空間分析手法に 従 っ て 、原室内空

間に沿っ て 、下地、仕上げ分離れた床を F1 、原室内空

間 に 沿 っ て 、下 地、仕上 げ分離れた壁を W1 、 原室内

空間 に 沿 っ て、空 間 的 に 離 れ た 壁を Wl 　 、W1 　 か ら

用途的 （試着室、収納）に離れ た壁を W2 、原室内空間

に 沿っ て、照明設備分離れた天井を Cl として、「原室

内空 間 と イ ン テ リア ・シ ェ ル ターと の 関係」 （こ れ を 離

隔性 と呼ぶ）を抽出 した。こ の K − 9 ・作品で の W1

の 凹凸性の壁、あるい は壁面化さ れ た収納壁面の空間的

特 徴を読み取 っ た。そ の 他 41 作品 に つ い て も同様に シ

ートを作成した 。

　　　　　　 　　　　 4 ．考察

　1967 年 （33 歳 ）
〜 1991 年 （56 歳 ）ま で の、42 作品

の デー
タ ・シー

トを基に 「概形的な空間の創造」 の観点

か ら、 KJ 法に て 分類を試 みた。A 〜M まで の 13 の グ

ル ープを得た 。 分類さ れたグル ープ の 空間的特徴 ・群を

時系列に図表化 した 。 こ れを表 2 に 示す 。 各グル ープの

特徴は 以下の とお りで あ る 。

・A グル ープ ［空 間 の 錯視］は 1967 年に作品 K − 1 ｛

クラブ　カ ッ サ ド
ー

ル ］があり、8 年お い て 1975 年 は

K − 19［山荘 T ］に 同
・空間生成手法を展開 して い る。

・1969 〜 1973 年の 前期に は 、B グル ープ ［棚受け
・

ユ ニ ッ トシ ス テ ム ］ K − 3 ［時計 ・貴金属 タカラ堂 1を

始 ま りに 、C グ ル ープ ［壁面化さ れ た収納 】、　 D グル ー

プ 【2 重壁 ］、 E グル
ープ ［フ ァ サ

ー
ドとイ ン テ リア の

　　　　　　 　　　　　　　　 表 1

一
体性 ］、G グループ ［光 る構造体、光 る自立体 ］の作

品群が、まとまっ て 展開された 。

・こ の うち、D グル ープ に つ い て は 1969 年〜 1970 年

の 前期 と後期 ・前半 1983 〜 1987 年に またがり、再度・

同手法が展開さ れ て い る 。

・F グループ 1キ ャ ン チ ィ レバ ー
の 棚、テ

ーブル 1に つ

い て は 1997 〜 1987 年の 後期 ・前半 に 展 開 された 。

特 に 1976 年 ・K − 20［イ ッ セ イ　ミヤケ 　フ ロ ム フ

ァ
ース ト］、 1977 年 ・K − 21［ス パ ー

ヘ ア
ー

コ イ

ケ 1の 2 作品 は こ の年代 の独 占的、分岐点作品、 空間

作成手法で あ る 。

・1979 〜 1988 年の 後期に は、H グル ープ・
［光る床、壁、

天井 ］、 Il ス ペ ー
ス ・フ レ

ー
ム 1、J 【フ ァ サ

ー
ド地 と

図 の 反転、K ［床 と壁の 同
一

素材 ］、
　 L ［自律す る 空間

］グル
ープがあ り、こ の 年代を代表す る空間作成手法 と

し て現われ て い る 。

・M グループ ［多重壁 ］は 、最終局面 の 1987 年〜 1991

年 の 後期 に 展開 され て お り、K − 32、　 K − 37、特 に

1990 〜 1991 年 ・後期 ・後半の K − 40 ［ヤ マ ギ ワ リビ

ナ本館 ・和風照 明 フ ロ ア
ー

］を は じめ に、K − 41、　 K

− 42 の 3 作品は こ の 時代にお い て 単独的、独創的な空

間作成手法 と考 え られ る 。

・時代 的な流れ の 中 で、1976 年 と 77 年 の ち ょ う ど作

品の 中間記に お い て 2 つ の作品が、F グル ープ ・
［キ ャ

ン チ ィ レバ ー
の 棚、テ

ー
ブル、吊 り天井 ］グ ループの

み で あ り、こ の 作 品 グル ープの 出現 は、こ の 前後 の 複

数の グル ープが存在す る状況 とは異 な っ て い る 。 特に

本研究で対象とした倉俣史郎の作品リス ト

倉俣史朗の 研究作品リス ト

作 品番 号 完成年 歳 作品名 （用 途） 作 品番 号 完成年 歳 作品名 （用 途）

K − 11967 年 33歳 ク ラ ブカ ッ サ ドール （カ フ ェ ） K − 22197945 歳 カ ク テ ィ
ー （美容室）

K − 2196 ア 34 レス トラ ン　サーカス （レス トラン） K − 23198046 第
一

紙行（オ フ ィ ス）

K − 3196 ア 35 貴金属タカラ堂 〔貴金属） K − 24198349 ヤマ ギワ小会議室 ・
東京（オ フ ィ ス ）

K − 4196 ア 35 クラブジ ャ ド （クラブ） K − 25198349 イ ッ セ イ
・
ミヤ ケ

・パ リ （ブテ ィ ッ ク）

K − 5196735 エ ドワ
ード本社ビル （シ ョ

ー
ル
ー

ム ） K − 26198349 イ ッ セイ ・ミ ヤ ケ ・銀 座 松屋 （ブテ ィ ッ ク ）

K − 6196736 マ ーケッ トワン （メン ズ ・フ ァ シ ョ ン ） K − 27198450 イ ッ セ イ
・

ミ ヤケ ・
ニ ュ

ー
ヨ
ー

ク 〔ブテ ィ ッ ク）

K − 7196736 エ ドワ
ー

ズ
・
ア トリエ

・
東 京 （フ ァ ッ シ ョ ン

・
ア トリエ｝ K − 28198450ESPRIT ・香 港 （ブティ ッ ク）

K − 8196736 シ ョ ッ プ　 1神 戸 （レ ディ
ーズ ・フ ァ ッ シ ョ ン） K − 29198450DELGIN 　 S 丁 UDIO 　 ESPRIT 〔オ フ ィ ス）

K − 9196 ア 36 シ ョ ッ プ　ヴォ
ーグ （レディ

ーズ ・
フ ァ ッ シ ョ ン ） K − 30198753 イ ッ セ イ

・
ミヤ ケ渋谷 西武 百貨 店 〔メ ンズ ・ブテ ィ ッ ク）

K − 10196736 カ ネボ ウ化粧品ディ ス プ レイ （化粧品〉 K − 31198753 イ ッ セ イ ・ミ ヤ ケ ・神戸（ブテ ィ ッ ク〉

K − 11196737 カ リオカ　 ビル ・1F 　（カ フ ェ ） K − 32198753LU ⊂ ⊂ H　INO 　　BAR 　（バ
ー
）

K − 12196737 カ リオ カ　 ビル ・BlF 　（バー・レス トラン） K − 33198753CAFE 　 OXY 乃木 坂 （カ フ ェ ）

K − 13196737 シ ョ ップ　 フ ァ シ ョ ン ・イ ン 〔レ デ ィ
ー

ズ ・フ ァ ッ シ ョン ｝ K − 34198753 イ ッ セ イ ・ミヤ ケ ・MEN 南 青 山（ブテ ィ ッ ク）

K − 14196738 プロ ジェ ク ト
・
ル ミ

・
サ
ー

フ ェ ス（計画案） K − 35198854 きよ友（バ
ー ・レス トラ ン）

K − 15196738 ミ ュ
ー

ズ〔パ ン タロ ン ・シ ョ ッ プ） K − 36198854BAR 　 ⊂ OMBLE ・静岡〔バー）

K − 16196739 キ ロ ニ ー・イ ン デ リア ・イ ン 〔デキ ス タイル ・シ ョール ーム〕 K − 3ア 198854 バー・レス トラ ン　ゼール（バ
ー・レス トラ ン｝

K − 17196740 四 季フ ァブ リッ ク （テキスタイル ・シ ョ
ー

ル
ー

ム〕 K − 38198955 オブロ
ーモ フ

・福岡 （バー）

K − 18196740 ミルクボ
ー

イ （フ ァ ッ シ ョ ン ・ブティ ッ ク） K − 39198955YOSHIKl 　 HISlNUMA 〔ブティ ッ ク）

K − 19196741 山荘 T （別荘） K − 40199056 リ ビナヤ マ ギ ワ（シ ョ
ール

ー
ム）

K − 20196742 イ
・
7 セ イ 　 ミ ヤ ケ　 フ ロ 厶 フ ァ

ー
ス ト （フ ァ

．
ンシ ョ ン

・
ブ テ ィ ン ク1K − 41199056 ス パ イ ラル （シ ョ

ール ーム ）

K − 211977 年 43 ス
ーパ ー

ヘ ア
ー

コ イケ（美容室） K − 42199156LUPUTA （バ
ー・クラブ）
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「元 か ら ある 原 室内 空 間 と構成 さ れ たイ ン テ リア ・シ ェ ル ターとの

　　　　　　　空間 的 関係 性 d ：離膈寸法 と要因」

CO、‘

平面図
C1　　 ⊂ 1

断面図
■ ；元 か らある原 室内空間

一
　：構成ざれたイン チ リア ・シ ェ ル タ

ー

W 　 ；原 室内空間が構造体
WO ：原室内空間が構造体に 直仕上 げ壁面

d ：離隔寸法、d＝O、　 d ≠ O

W1　 原 室内空間に沿 っ て 壁面
Wlb ：原室内空間に沿 っ て下地 ＋ 仕上 げ ・壁面

W1 ⊂ ：原室内空間に 沿 っ て構造分確保 ・壁面
Wld ：原 室内空間に沿 っ て 設 備分確保

・
壁面

d ：離隔寸法、d ＞ 0、　 d ≠ 50 〜100

W1 ：：原 室内空 間か ら意図的に 離れ て壁 面
Wl　 　 a ；原室内空間か ら用途的に離れて壁面
W1 ：b ；原 室内空間か ら空間的に離れて 壁面

W1 　 ⊂ ：原 室内空 間 か ら構造的 に離 れ て 壁面

W1
‘
d ：原室内空間から設備的に離れて壁面

d ； 離 隔寸 法 d ＞ O

W2 　 ：上記の壁 から意図的に 離れて壁面

W2a ：上記壁から用途的に離れて壁 面
W2b ；上 記壁から空間的に離れて壁面
W2 ⊂ ；上記壁から構造的に離れて壁 面

W2d ：上 記壁 か ら設 備 的 に 離れ て壁 面

d ；離隔寸法、d ＞ O

原 室内空間とイ ン テ リア 。シ ェ ル タ
ー

との空間 的関係性

、
《

丶．
へ

譲
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纛
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∀

　

　

、
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嘆
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嶺
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臨

塑
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．
脚、
丶
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丶 、、、

　

　

　

　

・
＼、

　

霽

鑑

「シ ョ ッ プ　ヴォ
ーグ」東京

IN − 00919
フ 0年 ・36 歳

● 「原 室内空間の定動

1 ・f．　W レ　C ：元からあ る構造体の内表

面、あるい はその 内部空間

2 ・Fo ，Wo ，⊂ o ；元 か らあ る構造 体 に

直仕上げされ た内表面、あ る い はそ の内 部空間

● 「構成ざれたインテ リア ・シ ェ ルタ
ー

の定

義」

1 ・F1 、W1 、⊂ 1
　 床 、壁、天 井か ら最低 限 の 仕上 げ、構 造的 、
設備的に離隔寸法だけ離れた内表面

2 ・F1 『
、Wlt 、⊂ 1

’
　 床、壁、天井か ら意図的 に、空間的、構造

的、設備的に 離隔寸法だけ離れた F1 、W1 、
（ 1 と連続 する 内表 面

3 ・F2 、　W2 、⊂ 2
　 上 記 の 床、壁、天 井か ら離れ た内 表面

4 ・F3 、　W3 、⊂ 3
　 　t記の床、壁、天井から離れた内表面

Wl

』 灘 盤灘野

　 「
一一冒冒：：ム．．．．．．．．

鏑
＿一面闇一s−r鹵．．

　 ，己

○インテリアの仕上げ

床
一

ユ ゴ
ー
産 ・大理石

　 　 　 （白〕

壁 一モル タル下地 プラスター金 こ て仕上げ

　 　 　 伯 〕
天 井

一
モル タル 下地 プラ ス タ

ー
金 こ て仕上 げ

　 　 　 　 （白｝

照明
一

天井 中央 ・50QW ハ ロ ゲン球 1灯

●空聞的特徴

凹 凸 の 収納壁面

天 井、壁部分に プラス ター金こ て仕上 げ を使

用 してい る。壁の収納 くぼみ部分 の床 ・壁 ・

天 井は プラ ス タ
ー金 こて仕 上 げ の 目地 の ない

一
体 の部材 よリ成 リ立ち、正 立方体 のハ ン ド

バ ッ ク 収納、直方体の ハ ン ガー収納の 2 タイ

プの 収納 ユ ニ ッ トか ら構成 されて い る。

「原 室内空間 とイ ンテ リア
・
シ ェ ルタ

ー
との

関係 性」

●イン テ リア ・シ ェ ル ター
天井

一
　1　

・
構造体 か ら照明設備ス ペ

ー
ス

⊂　　　　　 分離 し て
・天井面

壁

W

床

F

1 ・構造体に直 ・壁面

1
『・構造体 より壁面が収納部分 だ

　 　 け 離れて い る。
2 ・間仕切 り壁 （用 途とを区 分する

　 　ため ・試着室、ス トッ クル ー
　 ム 、空調室）

1 ・構造体に直 ・床面

　　　　　　　　　　図 2　 空間分析の 方法

K − 20［ブチ ィ ッ ク Issey　Miyake】は倉俣 の 中間期 の 代

表作で あ る 。 1967 年 、 1977 年に お い て こ の こ とを解

釈す る と、分岐点的作品 と して 位置づ け ら れ る と考え

られる。（K − 20 の 作品説明
一

壁面 からデ ィ ス プ レイ

用 の テ ーブル （1200 × 2400 ミ リ ）が キ ャ ン テ ィ レ バ

ー
の 構造 に よ っ て突 き出て、空 間 に 浮遊する様 は、 こ

の 時代の イ ンテ リア に お い て 画期的 で あ り、衝撃的な

空 間の 出現 で あ っ た 。 ）

　　　　　　　　　　　　　5 ，まとめ

　倉俣史朗 の デザイ ン 全体 の 作品を原室内空間 とイ ン テ

リア シ ェ ル ターとの 関係を基礎 と して 室内空間 の創造 に

つ い て作品群を考察し た結果以下 の知見 を得た 。

1． 作品を、空間 の 特色 と離 隔寸法等 の 視点か ら 13 の

　　 グル ープに 分類 で きた。

2． 各グ ル ープ の 時代的出現 と そ の 特徴を 明 ら か に し

た。

3．　 A ［空間 の 錯視］ は 1967 年前期に 1975 年 中期に

4．

5．

6．

7

8．

　　　　　　　図 3　調査シ ー
トの事例

渡 っ て い る。

時代的な流れ の 中で 1967 年、1977 年に 出現 し た

グル ープ F の K　
一

　201 ブチ ィ ッ ク Issey　Miyake ］は

倉俣 の 中間期 の 代表作で あ り、分岐点的作品として

位置づ け られ て い る と考え ら れ る 。

M ［多重壁 ］（1990 、1991 年） は最後 の 特徴 ある

独創的 ・空間創造手法と考え られ る 。

作品 を 時系 列 に 空 間 的特 徴 を 展 望 し た 時、 1 ・

1967 〜 1977 年 〔前期 ）に は直線 的なキ ュ
ー

ブな

BOX ・イ ン テ リア の 傾向があ っ た

1978 年〜
（後期 ・前半 ）に は 直線 的なキ ュ

ーブな

BOX に、曲線の空間が入 り混じ る傾向へ と変化 し、

（4 ．で 述 べ た） 1977 年 の 分岐点を再認識 す る こ と

に な っ た。

1990 〜 1991 年 （後期 ・後半 ）に は 空 間が多重化、

複雑化 し、A 〜M の 各グル ープ ・群の 特徴が内在 ・

付加 されて い る傾向を読み取 っ た。
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表 2 　 42 作品 ・事例シ ートー時系列 ご との空間創造 ・グル
ープ

42 作品 ・事例シ
ー

トー空間の創造に おける特徴のグル ープ

A B c D E F G H 1 」 K L M

年代

空 間の

錯視

棚受 け

ユ ニ ツ ト

・
シ ス テ 厶

ユ ニ ッ トの

　 床

壁 面化

ざれた

収納

45 度

の 壁面

2重 壁

皮膚的

な壁

一
体 性

プ ア サード

　 と

イン テ リア

キ ャ ンチィ

レバー
の

棚と

テ
ーブル

光る構造体

柱 ・梁
光る自立体

光 る

床

壁

天 井

ス ペ
ー

ス

・
フ レ

ー
ム

フ アサ
ー

ド

地 と図の

反転

床 と壁

　 の

同一素材

自律 する

空間

多重 壁

1967年 K − 1
1968年 K − 2

1969年 K − 3 K − 4 K − 5

1970年
K − 8K − 6K

− 9K

− 7 K − 10

1971年 K − 13K − 12 K − 11

1972年
K − 14K
− 15

1973年 K − 16

19ア4年 K − 1 フ K − 18

1975年 K − 19

1976年 K − 20

1977年 K − 21

1979年 K − 22

1980年 K− 23

1983年 K − 25 K − 24 K − 26

1984年 K − 28 K − 29K − 27

1987年
K − 30 K − 34 K− 31K

− 33

K − 32

1988年
K− 35K
− 36

K − 3 ア

1989年
K − 38K
− 39

1990年
K − 40K

− 41

1991年 K − 42

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）
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